
 
□�
 

補
正
予
算

　

老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
で
は
、

平
成　

年
度
決
算
見
込
み
に
お
い
て
、

17

2
、
4
9
2
万
円
の
不
足
を
生
じ
る
た

め
、　

年
度
予
算
で
補
て
ん
を
し
、
補

18

正
後
の
総
額
を　

億
9
、
1
8
2
万
円

84

と
し
た
。

□�
 

専
決
処
分
の
承
認

　

そ
れ
ぞ
れ
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
の
制
定
に
伴
い
、
平
成　

年
18

3
月　

日
に
専
決
処
分
に
よ
り
一
部
改

31

正
を
行
っ
た
も
の
。

�
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
の
制
定
に
伴
い
、「
福
知
山
市
税

条
例
」「
近
畿
圏
都
市
開
発
区
域
指
定

に
伴
う
市
税
特
別
措
置
条
例
」「
福
知

山
市
都
市
計
画
税
条
例
」
及
び
「
福

知
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」
の
一

部
改
正
。

�
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、「
福

知
山
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
等
補

償
条
例
」
の
一
部
改
正
。

�
新
た
な
国
の
告
示
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
「
福
知
山
市
国
民
健
康
保

険
診
療
所
条
例
」「
国
民
健
康
保
険
新

大
江
病
院
及
び
有
路
診
療
所
の
利
用

料
及
び
手
数
料
に
関
す
る
条
例
」「
市

立
福
知
山
市
民
病
院
の
使
用
料
及
び

手
数
料
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改

正
。

□�
 

人
事
議
案

�
監
査
委
員

　
 
田  
淵 　
 
弘 
さ
ん
（
前
田
、　

歳
）

た 

ぶ
ち 

ひ
ろ
む

71

５
月
臨
時
市
議
会
の
概
要

５
月
臨
時
市
議
会
の
概
要

1

ふくちやまし 平成18年6月9日発行　No.62

福知山城 ドッコちゃん ドッコちゃん 福知山城 

　

5
月
臨
時
市
議
会
は　

日
か
ら　

日
ま
で
の
8
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
上
程

19

26

さ
れ
た
平
成　

年
度
福
知
山
市
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
2

18

議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　

こ
の
議
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
で
、
小
野
喜
年
議
長
、
芦
田
廣
副
議
長
を
選

出
す
る
と
と
も
に
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び
由
良
川
改
修
促
進
特
別

委
員
会
の
委
員
会
構
成
を
行
っ
た
。

　

ま
た
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
田
淵
弘
議
員
の
選
任
に
同
意
し
た
。

平成１８年６月３０日から診療開始する

新・市立福知山市民病院
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総　　務市民厚生経　　済文教建設
◎松本　良彦
○吉見　光則
　�宮　泰一
　吉川　　忍
　和田　　久
　田淵　　弘
　足立　　進

◎大西　敏博
○加藤　弘道
　杉山　金三
　塩見　　仁
　芦田　　廣
　野田　勝康
　荒川　浩司
　仲林　清貴

◎福島　慶太
○和泉すゑ子
　竹下　一正
　中島　英俊
　吉見　純男
　有　　幸男
　井上　重典
　永田　時夫

◎芦田　弘夫
○田中　正臣
　奈良井敏弘
　武田　義久
　審良　和夫
　渡辺　麻子
　今次　淳一
　立道　正規

総務委員会
　地域振興、施策の総合調整、
情報、秘書、広報、職員の任免な
どを行う「企画管理部」、環境の
保全や対策などを行う「環境政
策部」、税金などの徴収、予算の
編成、自治会、支所に関するこ
とを行う「総務部」、市民の生命
と財産を守る「消防本部」など
に属する事項を審議する。

市民厚生委員会
　市民の福祉施策を進めたり、
健康推進などの施策を行う「保
健福祉部」、人権啓発の推進、
市民生活と緊密な戸籍、保険、
交通、労働、年金に関するこ
とを行う「市民人権部」、市民
の健康を守る「市民病院」に
属する事項を審議する。

経済委員会
　農林業の振興、農村地域環境
整備等を行う「農林部」、商工
業の振興、観光施策を行う「商
工観光部」、下水道、農業集落
排水、浄化槽事業の整備を行う
「下水道部」、ガス水道の供給
を行う「ガス水道部」及び農
業委員会に属する事項を審議
する。

文教建設委員会
　学校教育、社会教育などを行
う「教育委員会」、市、管理の
道路及び河川、公営住宅、建
設工事などの総括を行う「土木
建築部」、都市計画、土地開発
事業などを行う「都市整備部」
に属する事項を審議する。

常任委員会

議会だより編集委員会
◎芦田　　廣・○仲林　清貴
　有　　幸男・　杉山　金三
　武田　義久・　和田　　久
　今次　淳一・　大西　敏博
荒川　浩司　　　　　　

「ふくちやまし議会だより」の編集、
発行等について協議する。

 田  淵  　 弘  監査委員
た ぶち ひろむ

議会運営委員会
◎仲林　清貴・○野田　勝康
　大西　敏博・　審良　和夫
　和泉すゑ子・　今次　淳一
　井上　重典・　立道　正規
　永田　時夫　　　　　　　

会期及び議事日程、進行、議案、 
意見書、請願等の取扱いを協議し、
円滑な運営をはかる。

◎委 員 長
○副委員長

 芦  田  　 廣  副議長
あし だ ひろし

 小  野   喜  年  議 長
お の き ねん

市
民
に
信
頼
さ
れ
安
心
し
て
暮
せ
る

施
策
の
充
実
に
努
め
ま
す

5
月
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
議
会
の
体
制

新
福
知
山
市
誕
生
に
お
け
る

　

地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

　
 
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
め
ざ
し
ま
す
！
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人　数議　　　　員　　　　名会 派 名 等

３名◎有　　幸男・立道　正規・加藤　弘道平 成 会

９名
◎福島　慶太・塩見　　仁・井上　重典・田淵　　弘・松本　良彦
　杉山　金三・審良　和夫・田中　正臣・奈良井敏弘

新 政 会

６名
◎仲林　清貴・足立　　進・渡辺　麻子・吉見　純男・中島　英俊
　�宮　泰一

日 本 共 産 党
福 知 山 市 会 議 員 団

７名
◎竹下　一正・野田　勝康・武田　義久・吉川　　忍・芦田　弘夫
　和泉すゑ子・芦田　　廣

福 政 会

２名◎和田　　久・永田　時夫自 民 ク ラ ブ

２名◎今次　淳一・小野　喜年公 明 党 議 員 団

２名◎吉見　光則・大西　敏博孜 政 会

１名　荒川　浩司いずれの会派にも所属しない議員

会 派 一 覧 ◎代表者（届け出順）

議会選出により議員が所属する各種委員会・協議会等

議会設置
由良川改修促進

◎杉山　金三・○�宮　泰一・奈良井敏弘・吉見　光則・松本　良彦・竹下　一正・今次　淳一
和田　　久・　塩見　　仁・芦田　弘夫・足立　　進・立道　正規　　　　　　　　　　　

由良川改修事業の促進とともに、由良川の完全な治水の調査、研究を行う。

特別委員会

氏　　　名名　　　称氏　　　名名　　　称

杉山　金三・有　　幸男
田淵　　弘

吏員懲戒審査委員会
竹下　一正・和泉すゑ子
有　　幸男

農 業 委 員 会

竹下　一正・和泉すゑ子
井上　重典・立道　正規

自治功労者表彰審査委員会
芦田　弘夫市営住宅入居者選考委員会

吉見　光則・渡辺　麻子
塩見　　仁・芦田　　廣
永田　時夫

都 市 計 画 審 議 会 大西　敏博・松本　良彦
芦田　弘夫・小野　喜年

交 通 対 策 協 議 会

和田　　久・足立　　進環 境 審 議 会審良　和夫青 少 年 問 題 協 議 会

福島　慶太人 権 問 題 協 議 会武田　義久・立道　正規公 民 館 運 営 審 議 会

田中　正臣・武田　義久
中島　英俊

農 村 計 画 審 議 会
奈良井敏弘・今次　淳一図 書 館 協 議 会

加藤　弘道・仲林　清貴国民健康保険運営協議会

大西　敏博・芦田　　廣病院事業運営協議会加藤　弘道・杉山　金三民 生 委 員 推 薦 会

野田　勝康高 齢 者 対 策 協 議 会荒川　浩司社会福祉協議会理事

吉川　　忍夜久野町養豚団地環境保全委員会杉山　金三・松本　良彦水 防 協 議 会
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【
５
月
】

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

北
部
五
市
議
会
連
絡
協
議
会

　

日　

全
議
員
協
議
会
、各
派
幹
事
会
、愛
知
県

11

知
多
郡
東
浦
町
議
会
行
政
視
察
来
市

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

12
　

日　

全
議
員
協
議
会
、各
派
幹
事
会

15
　

日　

熊
本
県
人
吉
市
議
会
行
政
視
察
来
市

16
　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
議

19
　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
義
、各
常
任
委
員
会
、

22

京
都
府
市
議
会
議
長
会

　

日　

全
国
市
議
会
議
長
会
第　

回
定
期
総
会

24

82

　

日　

臨
時
市
議
会
本
会
議
、全
議
員
協
議
会
、

26

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

29
　

日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

30

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

議
会
日
誌 

5
月
 

　

新
市
が
誕
生
し
て
約
半
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
市
域
は
約
2
倍
に
、
人

口
は
8
万
4
千
人
に
増
え
ま
し
た
が
、

高
齢
化
率
は
高
ま
り
、
少
子
化
現
象

が
進
ん
で
い
ま
す
。　

名
の
議
員
は
、

32

今
年
度
が
真
の
新
福
知
山
市
元
年
と

と
ら
え
、
広
域
な
市
域
の
隅
々
ま
で
、

そ
し
て
市
民
一
人
一
人
が
安
心
で
安

全
な
生
活
が
出
来
る
よ
う
全
力
投
球

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
、
読
み
や
す
く
理

解
さ
れ
や
す
い
紙
面
構
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
ご
要
望
が
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
後
記

5 月臨時市議会常任委員会の審査報告
総務委員会

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
2
号「
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
」の
専
決
第

4
号
福
知
山
市
税
条
例
・
第
5
号
近
畿
圏
都
市
開
発
区
域
指
定
に
伴
う
市
税
特
別

措
置
条
例
・
第
6
号
福
知
山
市
都
市
計
画
税
条
例
及
び
第
7
号
福
知
山
市
消
防
団

員
等
公
務
災
害
等
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
で
は
、
個
人
市
民
税
の
均
等
割
で
約　

名
、
所
得
割
で
約
1
5
0
名

32

に
影
響
が
あ
る
と
聞
く
が
、
国
保
料
等
に
も
連
動
す
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、

生
活
保
護
基
準
額
等
々
と
の
関
係
も
見
据
え
た
税
制
改
正
で
あ
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
専
決
処
分
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
尋
ね
る
質
疑
に
、
税
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
急
施
を
要
し
た
為
、
や
む
な
く
専
決
処
分
を
し
た
と
の

説
明
を
受
け
た
。

　

さ
ら
に
、
専
決
第
7
号
は
「
非
常
勤
消
防
団
員
等
」
に
係
る
補
償
基
礎
額
及
び

介
護
補
償
額
を
引
き
下
げ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
非
常
勤
消
防
団
員
等
」
と
す
る

「
等
」
の
質
疑
に
対
し
、
民
間
の
協
力
者
で
、
消
防
作
業
従
事
者
・
救
急
業
務
協

力
者
・
水
防
従
事
協
力
者
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
確
保
も
難
し
い
現
状
の
中
、
当
該
（
公
務
災
害
補
償
）
者

に
対
す
る
説
明
の
有
無
は
、
と
の
質
疑
も
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
審
査
を
終
え
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

市民厚生委員会
　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
1
号
平
成　

年
度
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会

18

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
及
び
議
第
2
号
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
の
2
議
案

に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

　

議
第
1
号
の
補
正
予
算
は
、　

年
度
決
算
見
込
に
お
い
て
、
国
庫
支
出
金
等
の

17

歳
入
不
足
2
、
4
8
2
万
円
を
繰
上
充
用
金
で
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。
老
人

保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
は
単
年
度
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
の
会
計
で
あ
り
、
繰

上
充
用
金
で
補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
財
源
は
国
庫
支
出
金
の
過
年
度

収
入
を
当
て
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

専
決
第
8
号
の
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、

税
制
改
正
に
よ
る
公
的
年
金
課
税
の
見
直
し
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
保
険
料
の
所

得
控
除
額
が
2
年
間
で　

万
円
減
る
方
が
出
て
く
る
が
、
激
変
緩
和
措
置
を
す
る

20

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
専
決
第
9
号　

号　

号
の
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
の
改
正
に
関
し
て
は
、

10

11

今
回
診
療
報
酬
算
定
方
法
の
告
示
が
新
た
に
制
定
さ
れ
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴

う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
経
過
で
審
査
を
終
り
、
討
論
を
経
て
採
決
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議
第

1
号
及
び
議
第
2
号
は
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。


